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1. 経営成績・財政状態に関する分析 

（1）経営成績に関する分析 

① 当期の経営成績 

当連結会計年度における我が国経済は、政府による経済政策、日銀による金融緩和の推進により、円安・株高が継

続し、輸出関連企業を中心に企業収益の回復傾向がみられたものの、原材料価格の高止まりや消費税率引き上げに

伴う個人消費回復の遅れが続く状況となりました。 

    このようななか当社グループの国内での販売は、自動車産業向けにおいては、消費税率引き上げによる影響からの

脱却がみられ、建材産業向けにおいても概ね想定通りに推移しましたが、家電産業向けの一部においては想定を大幅

に下回ることとなりました。また、東南アジア地区の販売は、インドネシアでの底固い需要はあるものの中国経済の減速

等から域内全体で伸び悩みもあり、想定を下回りました。 

このような結果、当連結会計年度の当社グループの売上高は 44,096 百万円（前期比 5.0％増）となりましたが、とりわ

け樹脂用着色剤の販売の伸び悩みと販売構成の悪化により、経常利益は 239 百万円（前期比 63.0％減）、当期純利益

は 218 百万円（前期比 59.3％減）となりました。 

 

② 企業集団のセグメント別の状況 

当社グループのセグメント業績は次のとおりであります。 

日本 

日本は、自動車産業向けは輸出用等一部には堅調さもみられましたが、消費税率引き上げ後の個人消費の低迷に

よる需要回復の遅れもあり、特に液晶関連等で大幅に予想を下回ることとなり、全体としては非常に厳しい状況となりま

した。 

部門別の概況として樹脂コンパウンド部門は、自動車産業向けエンジニアリングプラスチック、建材産業向けが比較

的堅調に推移いたしましたが、想定までには至りませんでした。 

樹脂用着色剤部門は、国内需要が伸び悩むなか、一部の自動車産業向けや建材産業向けが比較的堅調に推移し

たものの、家電産業向け等において想定外の落込みから全体としては低調な結果となっております。最後に、加工カラ

ー部門は、建材産業向けは比較的堅調に推移しましたが、自動車産業向けは販売が伸び悩んだこともあり、全体では

想定までには至りませんでした。 

この結果、当連結会計年度の売上高は 24,127 百万円（前期比 3.7％増）となりましたが、商品構成の悪化等により営

業損失としては 991 千円（前期営業利益 237 百万円）となりました。 

 

東南アジア 

東南アジアは、タイ、中国向け輸出の不冴え等から全般に受注が伸び悩んだことに加え、堅調に推移していたインド

ネシア国内需要も第４四半期以降、ガソリン価格引き上げ等の影響を受けて車両関係が伸び悩みました。 

この結果、当連結会計年度の売上高は為替の影響から 18,646 百万円(前期比 4.5％増)となりましたが、汎用製品の

比率が比較的高かったこともあり、営業利益は 242 百万円(前期比 24.5%減)となりました。 

 

その他 

その他は、中国での日系自動車関連の受注回復により、当連結会計年度の売上高が 1,322 百万円（前期比 48.9％

増）となりました。一方、利益面では汎用製品の比率の高まりから収益環境が悪化しましたが、経費節減に努め、営業

利益は 346 千円(前期比 98.2%減)となりました。 
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③ 次期の見通し 

海外では引き続き中国経済の弱含みや欧州政情不安定等もあり、景気の下振れリスクが懸念されますが、日本にお

いては、政府による経済政策、日銀による金融緩和のもとに、企業部門に改善が期待され、雇用や所得環境の改善傾

向が続くなかで、緩やかに回復していくことが期待されます。 

このような状況のなか、当社グループは、業務の効率性を高めて更なる合理化を推進することで企業体質の強化を

図るとともに、業績向上に向けて営業部門の強化を図り・技術力の強化、高付加価値品の拡販、環境への対応と高品

質の維持・向上に努めてまいります。また、国内生産体制の効率化を図るとともに、エンドユーザーの海外移管の流れ

を睨み、海外での需要捕捉に努めてまいる所存です。 

 

（2）財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度末の総資産は 27,285 百万円と前期末の 25,513 百万円に比べ 1,771 百万円の増加となりました。 

資産のうち流動資産は 13,437 百万円と前期末の 13,134 百万円に比べ 302 百万円の増加となりました。この主な要

因は製品が 294 百万円増加したことなどによるものです。 

固定資産は 13,847 百万円と前期末の 12,379 百万円に比べ 1,468 百万円の増加となりました。この主な要因は有形

固定資産が 171 百万円減少したものの、投資有価証券が関係会社株式の取得等もあって 1,559 百万円増加したことな

どによるものです。 

負債合計は 14,603 百万円と前期末の 14,099 百万円に比べ 503 百万円の増加となりました。負債のうち流動負債は

10,821 百万円と前期末の 10,642 百万円に比べ 178 百万円の増加となりました。この主な要因は支払手形及び買掛金

が 299 百万円増加したことなどによるものです。 

固定負債は 3,781 百万円と前期末の 3,456 百万円に比べ 324 百万円の増加となりました。この主な要因は長期借入

金が 374 百万円増加したことなどによるものです。 

純資産合計は 12,681 百万円と前期末の 11,414 百万円に比べ 1,267 百万円の増加となりました。この主な要因はそ

の他有価証券評価差額金が 412 百万円、為替換算調整勘定が 480 百万円、退職給付に係る調整累計額が 136 百万

円それぞれ増加したことなどによるものです。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ 3 百

万円増加し、2,081 百万円となりました。 
 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において営業活動による資金の収入は 1,148 百万円となりました。これは、売上債権の減少等による

ものです。前連結会計年度は資金の収入が 231 百万円でした。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において投資活動による資金の支出は前連結会計年度と比べ 555 百万円増加し、1,289 百万円とな

りました。これは、有形固定資産の取得による支出が前連結会計年度と比べ 316 百万円減少したものの、関係会社株式の

取得による支出 868 百万円が発生したこと等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において財務活動による資金の収入は 24 百万円となりました。前連結会計年度は 392 百万円の減少

でした。 
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（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

平成 23 年 3 月期 平成 24 年 3 月期 平成 25 年 3 月期 平成 26 年 3 月期  平成 27 年 3 月期

自己資本比率（％） 38.5 38.2 40.3 41.5 43.1 

時価ﾍﾞｰｽの自己資本比率（％） 19.3 15.8 13.9 15.2 14.2 

ｷｬｯｼｭﾌﾛー対有利子負債比率（年） 3.6 8.2 5.1 26.8 5.7 

ｲﾝﾀﾚｽﾄ・ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ・ﾚｼｵ（倍） 12.9 6.4 11.6 2.2 10.9 

自己資本比率 ： 自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率 ： 株式時価総額／総資産 

キャッシュフロー対有利子負債比率 ： 有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注 1） いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

（注 2） 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

（注 3） キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。 

（注 4） 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としています。 

 

（3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

配当政策といたしましては、株主の皆様への安定配当の継続を基本として、業績および経営基盤強化のための内部

留保を勘案して行うこととしております。 

内部留保資金につきましては、経営環境の変化に対応すべく、コスト競争力を高めつつ付加価値の高い製品の研究

開発、既存事業の活性化等へ有効投資し、企業体質の強化に努める所存でございますので、将来的には利益の向上を

通して株主の皆様に還元できるものと考えております。 

当期の期末配当金につきましては、国内の業績が消費税率引き上げ等の影響を受け非常に厳しい内容となりました

が、国内の需要も回復傾向にあることから、株主の皆様のご支援に応えるため、当面の業績の見通し、財務体質等を総

合的に勘案したうえで、当初のとおり１株当たり 8 円を予定しております。なお、次期の期末配当金につきましては、１株

当たり 8 円とさせていただく予定です。 

  

2. 経 営 方 針 

（1）会社の経営の基本方針 

当社グループは、全役職員が共有する経営理念を次のとおり策定し、人と自然環境の融合を理念においた製品づくり

を目指しております。 

・ 色彩を通じて、ゆとりのある生活をみなさまに提供し、社会の繁栄に寄与します。 

・ グローバリゼーションの中で、地域社会との調和と共生を目指します。 

・ 技術革新・サービス向上に努め、お客様のニーズに合った環境に配慮した高品質の製品作りを目指します。 

・ 個性溢れる人材を育成し、創造性豊かで活力のある企業集団を目指します。 

当連結会計年度は上記に掲げました経営理念の下、企業の成長と収益力の追求によって企業基盤を一層強固なもの

にすることで、株主の皆様のご期待に応えるとともに企業としての社会的責任を果たすことを経営の基本方針としておりま

す。 
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（2）目標とする経営指標 

当社グループは、事業の発展と安定を図るとともに経営体質の強化を最重要と考え、健全で強固なバランスシートの

構築に努めております。樹脂コンパウンド加工技術から製品開発までコア技術を強化し、付加価値の高い製品づくりを推

進するとともに、より積極的な営業活動を展開しながらお客様に喜ばれる製品を提供しております。経営指標としては株

主価値の向上を図るべく、株主資本利益率（ＲＯＥ）を掲げており、連結ＲＯＥ 5％以上を安定的に維持することを目標とし

ております。 

 

（3）中長期的な会社の経営戦略と会社の対処すべき課題 

当業界におきましては、需要家の海外への生産移管の動きは継続しており、それに伴う国内生産の伸び悩みや原料

価格の高止まり等を背景に価格競争が激しくなる一方で、品質の要求はさらに高まり、環境に対する関心もこれまで以上

に増すものと思われます。こうしたなかで、当社グループは当社製品の競争力を高めつつ営業活動を積極的に展開して

まいります。加えて、強固な内部統制システム構築を通じて業務の適正化と効率性の確保に努めることにより、全体として

の経営体質強化を図ってまいります。 

 

・ 生産面につきましては、生産プロセスや生産体制を徹底的に見直し、コスト競争力においても優位性の確立を目

指します。また、さらなる品質の向上を図ることで、より一層の顧客満足度を高めることに努めてまいります。  

・ 製品開発につきましては、当社の基幹である色彩を基礎とし地球環境に配慮した製品の開発、高度分散技術によ

る高付加価値製品の開発などを行い、新製品を市場に投入してまいります。  

・ 財務面につきましては、引き続き有利子負債の圧縮、資金効率の改善を進めるとともに、有利な資金調達を行って、

財務体質の強化を図る一方、成長の糧となる設備投資にも経営資源を投入してまいります。  

・ 環境問題につきましては、「地球環境の保全は、人類の幸福のための要件である」との基本理念のもとに、従来か

ら社内外に環境方針を公表し、環境保全に積極的に取り組んでおります。また、ＩＳＯ１４００１認証を当社各工場

及び国内子会社において取得しております。 

 

3. 会計基準の選択に関する基本的な考え方  

  当社グループは日本基準により連結財務諸表を作成しております。なお、国際財務報告基準の適用につきまして

は、国内外の諸情勢を踏まえ、検討を進めていく方針であります。 
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（５） 連結財務諸表に関する注記事項
　　　

（継続企業の前提に関する注記）

　　　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　　　 【退職給付に関する会計基準の適用】

　「退職給付に関する会計基準」　（企業会計基準第26号　平成24年5月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及び「退職給付に

関する会計基準の適用指針」　（企業会計基準適用指針第25号　平成27年3月26日。以下「退職給付適用指針」という。）を退職給付

会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当連結会計年度より適用し、退職給付債務及

び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方

法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込

期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率をとる方法へ変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度の

期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。

　この結果、当連結会計年度の期首の退職給付に係る負債が50,692千円減少し、利益剰余金が32,949千円増加しております。また、

当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益への影響は軽微であります。

（セグメント情報）

1.報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及

び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、主に合成樹脂着色及び着色剤の製造販売をしており、国内においては当社が、海外においては東南アジア(ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、

ﾏﾚｰｼｱ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）地域をNippon Pigment（Ｓ）Pte.Ltd.、Nippon Pigment(M)Sdn Bhd、P.T.Nippisun Indonesia の現地法人が担当し

ております。現地法人はそれぞれ独立した経営単位でありますが、Nippon Pigment(S)Pte.Ltd.が東南アジア地区子会社の包括的な

戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、当社は、合成樹脂着色及び着色剤の製造販売を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「東南

アジア」の2つを報告セグメントとしております。

2.報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

前連結会計年度（自　平成25年4月1日　至　平成26年3月31日） (単位：千円）

日本 東南ｱｼﾞｱ 計

売上高

外部顧客への売上高 23,269,414 17,849,255 41,118,669 888,648 42,007,318 - 42,007,318

セグメント間の内部売上高 153,249 525 153,775 25,380 179,156 △ 179,156 -

23,422,663 17,849,781 41,272,444 914,029 42,186,474 △ 179,156 42,007,318

セグメント利益 237,697 321,231 558,929 19,595 578,524 - 578,524

(注） 1.　「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。　　

2.　セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当連結会計年度（自　平成26年4月1日　至　平成27年3月31日） (単位：千円）

日本 東南ｱｼﾞｱ 計

売上高

外部顧客への売上高 24,127,663 18,646,168 42,773,832 1,322,907 44,096,740 - 44,096,740

セグメント間の内部売上高 193,627 936 194,563 16,533 211,096 △ 211,096 -

24,321,291 18,647,105 42,968,396 1,339,440 44,307,837 △ 211,096 44,096,740

セグメント利益又は損失（△） △ 991 242,597 241,605 346 241,952 - 241,952

(注） 1.　「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。　

2.　セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　

報告セグメント

報告セグメント

計

計

調整額
その他
（注1）

合計
連結損益計算書

計上額（注2）

連結損益計算書
計上額（注2）

その他
（注1）

合計 調整額
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額 674.49円 １株当たり純資産額 748.13円

１株当たり当期純利益 34.17円 １株当たり当期純利益 13.89円

(注） 1.　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

2.　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

連結損益計算書上の当期純利益（千円） 536,867 218,288

普通株式に係る当期純利益（千円） 536,867 218,288

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,711 15,708

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

当連結会計年度

前連結会計年度

（自　平成25年4月1日

（自　平成26年4月1日

（自　平成26年4月1日

当連結会計年度

　　至　平成27年3月31日）

前連結会計年度

（自　平成25年4月1日

　　至　平成26年3月31日）

項目 　　至　平成26年3月31日）

　　至　平成27年3月31日）
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